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の
熱
情
に
感
銘
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ど
が
展
示
さ
れ
た
。

　

満
州
義
軍
関
係
で
は
、
義
軍

に
投
じ
た
安
永
東
之
助
（
玄
洋

社
員
）
が
安
東
県
（
現
、
中
国

遼
寧
省
）
に
上
陸
し
て
以
来
の

様
子
を
喜
平
太
翁
（
当
時
の
玄

洋
社
社
長
）
宛
て
に
書
き
送
っ

た
書
簡
も
展
示
さ
れ
た
。

　

玄
洋
社
記
念
館
は
、
展
示
施

設
を
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一

日
限
り
で
休
館
し
た
の
に
伴
い

所
蔵
資
料
約
六
千
点
を
同
博
物

館
に
寄
託
し
て
い
る
。
今
回
の

展
示
は
、
玄
洋
社
記
念
館
資
料

に
と
っ
て
三
年
三
カ
月
ぶ
り
の

公
開
と
な
っ
た
。

　

会
期
中
、
個
人
や
中
学
生
の

団
体
な
ど
、
見
学
者
が
大
勢
訪

れ
た
。
十
月
十
九
日
に
設
立
さ

れ
た
福
岡
市
議
会
議
員
の
「
玄

洋
社
に
政
治
を
学
ぶ
議
員
の

会
」
会
員
も
設
立
総
会
後
、
早

速
、
同
展
を
見
学
。
ま
た
、
同

月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
福

岡
市
史
講
演
会
の
外
国
人
講
師

ら
も
見
学
に
訪
れ
、
福
岡
の
先

人
と
歴
史
へ
の
認
識
を
深
め
て

い
た
と
い
う
。

背
景
に
「
旧
秩
序
の
崩
壊
か
ら

辛
亥
革
命
ま
で
」「
辛
亥
革
命
」

「
孫
文
来
日
」
の
三
部
構
成
で

書
や
写
真
、
地
図
、
書
簡
、
新

聞
記
事
な
ど
約
八
十
点
を
展
示

し
た
。

　

こ
の
う
ち
半
数
近
く
が
玄
洋

社
記
念
館
の
寄
託
資
料
で
、
孫

文
の
「
明
道
」「
博
愛
」
の
書

や
孫
文
が
福
岡
市
を
訪
れ
た
際

の
写
真
な
ど
、
孫
文
と
玄
洋
社

の
強
い
絆
を
物
語
る
資
料
は
じ

め
玄
洋
社
の
総
帥
、
頭
山
満
翁

や
進
藤
喜
平
太
翁
、
平
岡
浩
太

郎
翁
の
写
真
、
日
露
戦
争
で
大

奮
闘
し
た
満
州
義
軍
の
隊
旗
な

記念館資料３年３カ月ぶり公開

　　
今号の主な内容

▽
「
中
野
先
生
顕
彰
祭
」
を
斎
行
＝
２
面

▽
「
頭
山
満
翁
と
玄
洋
社
物
故
者
慰
霊

　
祭
」
を
斎
行
＝
３
面

▽
辛
亥
革
命
100
年
記
念
講
演
会
と
学
術

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＝
４
面

▽
福
岡
市
議
が
“
玄
洋
社
に
学
ぶ
会
”

　
を
設
立
＝
５
面

玄洋社憲則

第一条

第二条

第三条
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頭
山
満
翁
の
肖
像
写
真
と
そ
の
書
な
ど
多
く
の
玄
洋
社

関
係
資
料
が
展
示
さ
れ
た
会
場

明石元二郎の三行書と満州義軍の隊旗

孫文が進藤喜平太翁のために揮毫した
「明道」の書と孫文の写真

アジアの激動と福岡ゆかりの人びと福
岡
市
博
物
館

辛亥革命100年「企画展」開催

を
紹
介
す
る
」（
解
説
文
よ
り
）

─
を
テ
ー
マ
に
、
ま
た
中
国
・

清
朝
の
崩
壊
か
ら
一
九
一
一
年

の
辛
亥
革
命
前
後
ま
で
を
時
代

　

同
展
は
「
歴
史
の
教
科
書
に

は
登
場
し
な
い
な
が
ら
も
、
ア

ジ
ア
を
舞
台
に
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
た
ゆ
か
り
の
人
び
と

　

中
国
近
代
化
の
幕
開
け
と
な
っ
た
孫
文
の
「
辛
亥
革
命
」

百
年
を
記
念
し
た
福
岡
市
博
物
館
（
同
市
早
良
区
百
道
浜
三
、

酒
井
龍
彦
館
長
）
の
企
画
展
「
ア
ジ
ア
の
激
動
と
福
岡
ゆ
か

り
の
人
び
と
」
が
、
昨
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
十
一
月
六
日

ま
で
開
催
さ
れ
た
。
玄
洋
社
記
念
館
寄
託
の
関
係
資
料
も
多

数
展
示
さ
れ
、
来
館
者
は
孫
文
を
物
心
両
面
で
支
援
し
た
玄

洋
社
先
覚
の
、
ア
ジ
ア
の
開
放
に
向
け
た
熱
情
に
感
銘
を
受

け
た
様
子
だ
っ
た
。（
４
・
５
面
に
関
連
記
事
）
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（
前
号
か
ら
続
く
）

　

當
時
の
玄
洋
社
の
若
い
者
共
は
議
論
に
激
し
て
双
方
が
掴

み
合
う
と
言
う
事
も
決
し
て
珍
ら
し
い
事
で
は
な
か
っ
た

が
、
そ
の
様
な
時
で
も
先
生
が
一
聲
聲
を
か
け
ら
れ
る
と
き

っ
と
止
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

中
に
は
酒
ぐ
せ
の
悪
い
酒
乱
の
よ
う
な
者
も
お
っ
て
、
酔

う
て
あ
ば
れ
る
と
吾
々
で
も
手
を
焼
く
よ
う
な
者
が
ど
ん
な

に
深
く
酔
う
て
あ
ば
れ
て
お
る
時
も
先
生
が
出
て
来
ら
れ
て

一
聲
か
け
ら
れ
る
と
そ
れ
で
お
さ
ま
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ

れ
を
見
て
も
先
生
の
感
化
が
尋
常
一
様
の
も
の
で
な
か
っ
た

の
が
知
れ
る
。

　

僕
は
そ
の
後
十
九
の
年
に
上
京
し
学
業
半
で
平
岡
さ
ん
の

命
で
北
海
道
の
炭
坑
の
監
督
に
行
き
、
百
日
間
勤
め
て
東
京

に
も
ど
り
、
後
に
福
岡
に
帰
っ
た
。
帰
っ
て
見
る
と
丁
度
そ

の
時
豊
國
炭
坑
に
大
火
災
が
あ
っ
て
、
豊
國
炭
坑
が
苦
況
に

立
っ
た
時
で
徒
ら
に
平
岡
さ
ん
の
許
に
世
話
に
な
っ
て
居
る

の
も
心
苦
し
く
、
百
方
努
力
し
て
三
十
二
年
に
安
永
東
之
助

と
農
商
務
省
の
傳
習
生
と
し
て
渡
支
、
南
京
で
勉
強
す
る
事

に
な
っ
た
。

　

明
治
三
十
三
年
孫
文
が
恵
州
の
同
志
と
共
に
起
つ
と
聞
い

て
革
命
に
参
加
し
よ
う
と
決
意
し
、
傳
習
生
の
身
分
を
な
げ

う
ち
同
志
と
共
に
画
策
し
て
お
っ
た
。
當
時
は
傳
習
生
に
對

し
て
は
毎
月
農
商
務
省
か
ら
三
十
円
宛
の
学
費
が
支
給
さ
れ

た
が
革
命
に
志
し
て
か
ら
は
遂
に
こ
れ
を
受
け
取
ら
な
か
っ

た
。

　

そ
れ
が
何
ヶ
月
分
も
た
ま
っ
て
係
の
者
が
そ
の
處
置
に

困
っ
て
何
度
か
受
け
取
る
よ
う
に
言
う
て
く
る
仕
末
だ
っ
た

が
遂
に
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。

　

勿
論
学
生
の
分
際
で
支
那
の
革
命
に
加
わ
る
な
ど
は
も
っ

進
藤
喜
平
太
の
思
い
出
・
第
２
部

「
追
悼
録
」か
ら

進
藤
喜
平
太
翁
追
憶
談　

柴
田　

麟
次
郎
（
談
）
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戦
時
下
、
戦
線
の
拡
大
に
走
る
東
條
英
機
首
相
の
退
陣

を
工
作
し
た
反
骨
の
政
治
家
、
中
野
正
剛
先
生
の
偉
業
を

顕
彰
す
る
「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
」（
中
野
正
剛
先
生
顕

彰
会
主
催
）
が
昨
年
十
月
二
十
二
日
、
福
岡
市
中
央
区
今

川
一
丁
目
の
鳥
飼
八
幡
宮
で
執
り
行
わ
れ
た
。
同
八
幡
宮

境
内
に
立
つ
中
野
先
生
銅
像
前
で
式
典
が
行
わ
れ
る
の
が

習
わ
し
だ
が
、
同
日
は
天
候
不
良
で
参
集
殿
を
会
場
に
し

た
。
中
野
先
生
の
崇
敬
者
は
じ
め
中
野
先
生
の
縁
戚
の
方
々

な
ど
約
六
十
人
が
出
席
さ
れ
た
。

を
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。

　
「
四
十
二
年
間
の
独
裁
体
制

を
敷
い
た
カ
ダ
フ
ィ
ー
政
権
の

崩
壊
は
、
リ
ビ
ア
国
民
一
人
一

人
の
気
持
ち
が
結
集
さ
れ
た
結

果
で
あ
ろ
う
。
中
野
先
生
も
太

平
洋
戦
争
の
終
結
に
奔
走
さ
れ

た
が
、
権
限
を
一
手
に
握
っ
た

東
條
に
阻
ま
れ
た
。
カ
ダ
フ
ィ

ー
政
権
崩
壊
に
比
べ
る
と
、
中

野
先
生
の
戦
い
は
孤
独
な
戦
い

だ
っ
た
。
中
野
先
生
が
母
校
、

早
稲
田
大
学
で
学
生
に
向
け
て

行
っ
た
東
條
弾
劾
の
演
説
『
天

下
一
人
を
以
て
興
る
』
で
語
っ

た
よ
う
に
、
世
の
中
を
動
か
す

に
は
世
論
の
結
集
が
必
要
だ
。

中
野
先
生
は
、
自
裁
に
よ
っ
て

世
論
の
喚
起
を
図
っ
た
の
だ
ろ

う
。
国
民
は
こ
の
こ
と
を
学
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
」

　

こ
の
後
、
同
じ
会
場
で
直
会

（
な
お
ら
い
）
に
移
り
、
出
席

者
は
、
昼
食
を
取
り
な
が
ら
歓

談
し
た
。

　

平
成
二
十
、二
十
一
年
の
顕

彰
祭
に
続
い
て
今
回
も
出
席
さ

れ
た
中
野
先
生
の
四
男
、
中
野

泰
雄
氏
＝
平
成
二
十
一
年
四
月

逝
去
＝
の
長
女
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
在
住
の
真
理
・
ヘ
ー
ゼ
ル

ウ
ッ
ド
さ
ん
（
62
）
と
、
二
十

一
年
に
続
い
て
出
席
さ
れ
た
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
で
中
国
近

現
代
史
の
分
野
で
活
動
す
る
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、
譚
璐

美
さ
ん
が
講
話
を
さ
れ
た
。

　

真
理
さ
ん
は
「
私
が
日
本
に

帰
っ
て
感
じ
る
の
は
日
本
語
が

正
し
く
話
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。
正
し
い
日
本
語
を
教
え
る

の
は
家
庭
の
責
任
」
と
日
本
語

の
乱
れ
に
苦
言
を
呈
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
た
ち
が
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
支
援
の
た
め
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
っ
て
寄

金
を
募
る
活
動
を
進
め
て
い
る

事
を
紹
介
し
た
。

　

譚
さ
ん
は
、
辛
亥
革
命
の
経

緯
な
ど
を
紹
介
し
た
後
、
中
国

が
北
京
や
武
漢
市
で
辛
亥
革
命

百
周
年
を
盛
大
に
祝
っ
た
事
に

関
し
て
「
中
華
人
民
共
和
国
が

祝
う
の
は
疑
問
、
と
い
う
よ
り

政
治
的
な
意
味
が
あ
る
」
と
、

概
略
次
の
よ
う
に
中
国
の
内
政

事
情
と
絡
め
た
考
察
を
披
瀝
し

た
。

　
「
経
済
成
長
を
遂
げ
た
今
、

中
国
は
国
の
運
営
の
た
め
の
新

た
な
指
針
作
り
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
孫
文
の
三
民

主
義
の
あ
る
部
分
を
引
き
寄
せ

て
、
政
治
的
に
も
社
会
制
度
的

に
も
大
き
く
方
向
転
換
す
る
の

で
は
な
い
か
。
分
岐
点
に
な
る

の
が
、
今
年
の
辛
亥
革
命
百
周

年
で
は
な
い
か
」

　

譚
さ
ん
は
、
近
く
新
潮
社
か

ら
「
日
中
百
年
の
群
像
」
を
上

梓
す
る
。
孫
文
を
支
援
し
た
日

本
人
の
う
ち
、
有
名
で
な
い
人

々
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
努
力

し
た
と
い
う
。

　

出
席
者
は
二
人
の
話
を
興
味

深
く
聴
い
た
。

　

参
集
殿
に
祭
壇
が
設
け
ら

れ
、
山
内
勝
二
郎
宮
司
を
司
祭

に
、
式
典
は
厳
粛
に
進
め
ら
れ

た
。

　

式
典
後
の
挨
拶
で
、
同
顕
彰

会
の
吉
村
剛
太
郎
理
事
長
は
、

リ
ビ
ア
の
カ
ダ
フ
ィ
ー
政
権
崩

壊
と
、
中
野
先
生
の
東
條
退
陣

工
作
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
国
政

の
軸
が
定
ま
ら
な
い
我
が
国
の

国
民
は
今
、何
を
な
す
べ
き
か
、

今も生きる「天下一人を以て…」の教え
中野先生顕彰祭を斎行

厳粛に行なわれた式典

講
話
を
す
る
真
理
・
ヘ
ー
ゼ
ル
ウ
ッ
ド
さ
ん
㊤
と
譚
璐
美
さ
ん
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て
の
外
の
事
だ
っ
た
か
ら
、
此
の
事
で
は
厳
重
に
注
意
さ
れ

た
が
そ
れ
も
聞
か
ず
に
や
っ
て
仕
舞
う
た
わ
け
だ
っ
た
。

　

此
の
革
命
の
際
に
友
人
の
山
田
純
三
郎
を
説
い
て
共
に
革

命
に
赴
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
彼
の
兄
の
山
田
良
政
氏

に
會
う
た
時

　
「
柴
田
君
、
僕
は
此
の
革
命
に
命
を
か
け
て
や
っ
て
居
る

か
ら
僕
が
此
の
為
め
に
死
ぬ
事
は
一
向
い
と
わ
な
い
の
だ

が
、
君
が
僕
の
弟
純
三
郎
ま
で
を
革
命
に
引
き
入
れ
て
は
困

る
で
は
な
い
か
。
兄
弟
二
人
を
実
際
に
失
う
た
両
親
の
な
げ

き
を
想
像
す
る
だ
け
で
も
心
が
重
く
な
る
の
だ
」

　

と
随
分
つ
ら
い
苦
情
を
言
わ
れ
た
。

　

最
初
純
三
郎
を
説
い
た
時
は
兄
の
良
政
氏
が
此
の
革
命
に

加
は
っ
て
居
る
と
は
少
し
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ
う
言

は
れ
て
全
く
弱
っ
た
。

　

そ
の
後
兄
の
良
政
氏
は
恵
州
事
件
で
戦
死
を
と
げ
、
革
命

に
赴
い
た
日
本
人
志
士
の
最
初
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
孫
文
の
書
い
た
碑
が
谷
中
の
全
生
庵
に
あ
る
が
そ

れ
を
思
い
、彼
の
時
を
思
い
誠
に
感
慨
無
量
の
も
の
が
あ
る
。

　

い
よ
い
よ
恵
州
の
事
が
切
迫
し
て
、
南
京
か
ら
恵
州
に
行

こ
う
と
す
る
直
前
不
幸
に
も
病
気
に
な
っ
て
福
岡
に
帰
り
養

生
す
る
事
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
満
州
義
軍
に
参
加
す
る
ま
で
の
間
は
末
永
、
安

永
等
の
同
志
と
交
は
り
、
日
露
の
風
雲
が
い
よ
い
よ
急
を
告

げ
る
に
及
ん
で
或
る
日
安
永
に
こ
う
言
っ
て
僕
の
気
持
を
話

し
た
の
だ
っ
た
。

　
「
ロ
シ
ア
と
の
関
係
が
こ
う
切
迫
し
て
は
い
よ
い
よ
戦
争

に
な
る
に
違
い
な
い
が
、
此
の
時
こ
そ
吾
々
が
起
っ
て
國
家

の
た
め
に
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
だ
。
又
吾
々
は
恵
州
事
件

に
際
し
て
農
商
務
省
の
傳
習
生
の
身
分
を
自
ら
捨
て
た
も
の

で
、
志
は
眞
に
止
む
を
得
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
は
言
え
謂

は
ゞ
國
家
に
恩
恵
を
受
け
て
未
だ
そ
の
恩
返
し
も
し
て
居
な

い
譯
で
あ
る
か
ら
、
此
の
為
め
に
も
一
つ
吾
々
が
國
の
為
め

に
何
か
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
」
と
い
う
と
安
永
も
大
い

に
同
感
で
あ
っ
た
。

（
こ
の
項
続
く
）

辛亥革命への思いを新たにした慰霊祭

司書公の肖像画が掛かる祭壇に焼香する参列者

福岡市・崇福寺

慰霊祭を斎行
頭山満翁と玄洋社物故者

　

玄
洋
社
先
覚
を
慰
霊
・
顕
彰

す
る
「
頭
山
満
翁
並
び
に
玄
洋

社
物
故
者
慰
霊
祭
」
が
玄
洋
社

の
墓
所
、
福
岡
市
博
多
区
千
代

四
丁
目
の
崇
福
寺
で
昨
年
十
月

二
日
、
例
年
通
り
厳
粛
に
斎
行

さ
れ
た
。

　
（
財
）
明
道
会
の
主
催
。
頭

山
翁
の
座
像
が
祭
壇
に
安
置
さ

れ
た
本
堂
で
、
住
職
、
岩
月
海

洞
老
師
の
読
経
が
あ
り
、
参
列

者
が
焼
香
し
た
。

　

頭
山
翁
、
平
岡
浩
太
郎
翁
は

じ
め
玄
洋
社
諸
先
覚
が
、
物
心

両
面
か
ら
支
援
し
た
孫
文
の
辛

亥
革
命
か
ら
百
年
に
当
た
る
年

　

黒
田
藩
勤
皇
派
弾
圧
事
件

「
乙
丑
の
獄
」
に
散
華
し
た
加

藤
司
書
公
と
藩
士
を
慰
霊
す
る

「
加
藤
司
書
公
並
び
に
勤
皇
党

諸
烈
士
追
悼
会
」
が
昨
年
十
月

二
十
五
日
、
司
書
公
の
菩
提
寺

「
節
信
院
」（
福
岡
市
博
多
区
御

供
所
町
）
で
行
わ
れ
、
加
藤
司

書
公
の
崇
敬
者
、
門
徒
の
方
々

な
ど
約
八
十
人
が
参
列
し
た
。

　

追
悼
会
は
、
毎
年
、
司
書
公

の
命
日
の
こ
の
日
「
加
藤
司
書

会
」の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

嘉
納
浩
一
住
職
の
読
経
が
流

れ
る
中
で
、参
列
者
が
焼
香
し
、

司
書
公
ら
弾
圧
犠
牲
者
の
冥
福

を
祈
っ
た
。

　

尺
八
今
古
流
、
明
暗
流
の

方
々
に
よ
る
「
鈴
慕
」
の
献
笛
。

筑
前
今
様
二
川
流
・
吟
道
宰
都

館
の
方
々
は
詩
吟
「
加
藤
司
書

公
」
を
献
吟
し
た
。「
加
藤
司

書
公
」
に
は
、民
謡
「
黒
田
節
」

で
知
ら
れ
る
司
書
公
自
身
の
作

献
笛
や
献
吟
で
慰
霊

加
藤
司
書
公
並
び
に
勤
皇
党
諸
烈
士
追
悼
会

に
な
る
「
皇
御
国
（
す
め
ら
み

く
に
）
の
武
士
（
も
の
の
ふ
）

は　

如
何
（
い
か
）
な
る
事
を

か
勤
む
可
き
…
」
の
筑
前
今
様

が
詠
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　

筑
前
維
新
史
研
究
会
の
力
武

豊
隆
会
長
の
、
期
待
か
ら
敵
視

へ
と
変
わ
っ
た
藩
主
・
黒
田
長

溥
公
と
司
書
公
の
関
係
を
解
き

明
か
す
講
演
「
長
溥
は
司
書
公

を
ど
う
見
て
い
た
か
」
で
追
悼

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

の
慰
霊
祭
で
、
福
岡
地
方
史
研

究
会
、
石
瀧
豊
美
会
長
ら
の
辛

亥
革
命
に
関
す
る
卓
話
が
あ
っ

た
。

　

明
道
会
の
山
崎
拓
理
事
長

（
前
自
民
党
副
総
裁
）
は
挨
拶

で
「
辛
亥
革
命
で
玄
洋
社
は
じ

め
多
く
の
日
本
人
が
近
代
中
国

の
幕
開
け
に
力
添
え
を
し
た
。

今
日
の
世
界
情
勢
を
見
る
と
、

現
在
の
中
国
は
軍
備
を
拡
大

し
、（
ガ
ス
田
開
発
に
絡
ん
で

日
本
と
経
済
水
域
の
設
定
に
主

張
の
食
い
違
い
が
あ
る
）
東
シ

ナ
海
、（
石
油
な
ど
の
天
然
資

源
を
め
ぐ
り
周
辺
国
に
対
立
が

あ
る
）
南
シ
ナ
海
に
覇
権
を
広

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。昨
年（
平

成
二
十
二
年
）
は
尖
閣
列
島
の

問
題
も
あ
っ
た
」
と
、
中
国
の

姿
勢
に
憂
慮
の
念
を
示
し
た
。



　

三
十
日
は
、「
辛
亥
革
命
と

東
ア
ジ
ア
」
の
テ
ー
マ
で
学
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ

た
。
東
ア
ジ
ア
近
代
史
学
会
と

福
岡
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
構
成
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

（
有
馬
學
委
員
長
）
の
主
催
。

　

部
会
①
「
辛
亥
革
命
と
ア
ジ

ア
の
変
容
─
経
済
・
思
想
・
文

化
」で
は
四
人
の
研
究
者
か
ら
、

部
会
②
「
王
朝
の
解
体
と
東
ア

材
に「
宮
崎
滔
天
と
辛
亥
革
命
」

の
演
題
で
講
演
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ゲ
ル
教
授
は
「
三
十

三
年
の
夢
」
が
描
く
世
界
を
、

動
乱
の
時
代
の
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ

る
話
と
並
ん
で
自
分
の
放
蕩

（
ほ
う
と
う
）
ぶ
り
を
随
所
に

描
き
自
分
を
哀
れ
ん
で
い
る
、

と
解
説
。孫
文
を
助
け
な
が
ら
、

一
方
で
遊
郭
通
い
を
す
る
姿
は

不
可
解
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
滔
天
の
行
状
を
現
代

の
物
差
し
で
測
る
こ
と
は
正
し

く
な
い
─
と
滔
天
に
温
か
い
ま

な
ざ
し
を
向
け
た
。

　
「
中
国
で
は
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
孫
文
が
、
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

こ
の
本
の
お
か
げ
」
と
い
い
、

「
滔
天
が
本
を
書
い
た
三
十
三

歳
の
時
に
、
私
の
三
十
三
歳
の

時
を
比
べ
れ
ば
、
私
は
何
も
で

き
て
い
な
い
。
滔
天
と
い
う
、

と
ん
で
も
な
い
男
を
わ
か
り
た

い
と
思
っ
て
研
究
し
て
い
る
」

と
、
フ
ォ
ー
ゲ
ル
教
授
は
自
身

の
滔
天
へ
の
傾
倒
ぶ
り
も
語
っ

た
。

　

有
馬
名
誉
教
授
の
演
題
は

「
辛
亥
革
命
後
の
『
日
支
親
善
』

論
─
第
一
次
大
戦
期
の
中
野
正

剛
と
安
川
敬
一
郎
」。「
辛
亥
革

命
後
、
日
本
の
対
中
国
政
策
は

ど
う
だ
っ
た
か
に
焦
点
を
当
て

た
い
」
と
し
て｢

安
川
敬
一
郎

日
記｣

な
ど
を
も
と
に
、
共
に

史
講
演
会
」
の
第
七
回
分
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
は
カ
ナ
ダ
・
ヨ
ー
ク
大

学
の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・Ａ
・
フ
ォ
ー

ゲ
ル
教
授
と
、
市
史
編
さ
ん
委

員
会
委
員
長
で
九
州
大
学
名
誉

教
授
、
有
馬
學
氏
の
二
人
。

　

フ
ォ
ー
ゲ
ル
教
授
は
、
人
生

を
懸
け
て
孫
文
を
支
援
し
た
宮

崎
滔
天
が
、
自
ら
つ
づ
っ
た
半

生
記
「
三
十
三
年
の
夢
」
を
題

　

二
十
九
日
は
、「
九
州
と
東

ア
ジ
ア
─
辛
亥
革
命
の
衝
撃
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
が
開
か
れ

た
。

　
「
福
岡
市
史
」
の
編
さ
ん
作

業
を
進
め
て
い
る
「
福
岡
市
史

編
さ
ん
室
」=

福
岡
市
博
物
館

内
＝
の
主
催
。
同
編
さ
ん
室
が

随
時
開
催
し
て
い
る
「
福
岡
市

革命が東アジアにもたらしたものは─

講演と学術シンポ開催
日加中韓台の研究者が発表

「
辛
亥
革
命
」
100
年

玄　　　　　　　　　洋平成２４年１月１日 第　１１１　号（４）

　

孫
文
の
「
辛
亥
革
命
」
か
ら
百
年
を
記
念
し
て
、
清
朝
崩
壊
に
よ
る
国
際
秩
序
の
変
動
が

東
ア
ジ
ア
に
何
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
九
州
と
ど
う
繋
が
っ
た
か
を
探
る
講
演
会
と
学
術
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
昨
年
十
月
二
十
九
、三
十
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
福
岡
市
中
央
区
天
神
一

の
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
東
ア
ジ
ア
近
代
史
学
会
と
福
岡
ユ
ネ
ス
コ
協
会
を

軸
に
し
た
事
業
で
、
日
本
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
と
、
国
際
色
豊
か
な
研
究
者
が

研
究
成
果
を
発
表
し
た
。
辛
亥
革
命
の
歴
史
的
意
味
を
従
来
の
「
孫
文
に
指
導
さ
れ
た
革
命

史
」
と
い
う
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
新
し
い
視
点
か
ら
見
て
み
よ
う
と
い
う
試
み
に
、
両
日

と
も
会
場
は
聴
講
す
る
研
究
者
や
一
般
市
民
で
埋
ま
っ
た
。

■
講
演
会

講演するフォーゲル教授㊨と有馬名誉教授

質
疑
も
活
発
だ
っ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ジ
ア
の
国
際
政
治
」
で
は
、
三

人
の
研
究
者
か
ら
研
究
報
告
が

あ
っ
た
。
続
い
て
全
体
会
「
辛

亥
革
命
と
東
ア
ジ
ア
」
で
は
四

人
が
報
告
し
た
あ
と
、
井
口
和

起
・
東
ア
ジ
ア
近
代
史
学
会
会

長
の
司
会
で
、
報
告
し
た
四
人

を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

佐
賀
大
学
の
石
川
亮
太
氏
は

「
20
世
紀
初
頭
の
朝
中
貿
易
─

華
商
の
活
動
を
中
心
に
─
」
の

テ
ー
マ
で
、
日
清
戦
争
か
ら
第

一
次
大
戦
勃
発
ま
で
の
間
の
朝

鮮
華
商
の
貿
易
活
動
を
検
討
し

た
上
で
、
彼
ら
の
革
命
当
時
の

動
き
を
考
察
。「
日
清
・
日
露

戦
争
を
経
て
、
朝
鮮
や
満
州
の

経
済
は
日
本
と
よ
り
強
く
結
び

つ
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
上
海

を
中
心
に
し
た
従
来
の
流
通
シ

ス
テ
ム
は
弱
体
化
し
な
が
ら
も

機
能
し
て
お
り
、
日
本
は
そ
の

影
響
を
制
御
す
る
と
い
う
課
題

に
直
面
し
た
」な
ど
と
述
べ
た
。 　

中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研

究
所
の
欒
景
河
氏
は
「
辛
亥
革

命
時
期
の
日
本
と
ロ
シ
ア
帝
国

の
対
華
政
策
な
ど
の
問
題
に
関

す
る
研
究
は
相
対
的
に
少
な

い
」
と
し
て
、
公
刊
史
料
に
基

づ
い
て
辛
亥
革
命
時
期
の
日
露

の
対
華
政
策
の
変
遷
と
結
果
に

検
討
を
加
え
、
報
告
し
た
。

　

そ
の
他
の
報
告
者
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

　

▽
台
湾
中
央
研
究
院
近
代
史

研
究
所
、
陳
慈
玉
▽
東
北
師
範

大
学
歴
史
文
化
学
院
、
周
頌
倫

▽
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学

部
、
與
那
覇
潤
▽
日
本
学
術
振

興
会
、
麻
田
雅
文
▽
東
京
外
国

語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言

語
文
化
研
究
所
、
中
見
立
夫
▽

麗
澤
大
学
外
国
語
学
部
、
櫻
井

良
樹
▽
復
旦
大
学
歴
史
学
系
、

馬
建
標
▽
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済

学
部
、
李
榮
薫
▽
東
京
大
学
大

学
院
総
合
文
化
研
究
科
、
川
島

真

玄
洋
社
員
で
あ
っ
た
安
川
財
閥

の
創
始
者
、
安
川
敬
一
郎
と
反

骨
の
政
治
家
、
中
野
正
剛
、
さ

ら
に
外
務
官
僚
時
代
の
広
田
弘

毅
の
絡
み
な
ど
、
従
来
に
な
い

新
し
い
切
り
口
の
研
究
成
果
が

披
露
さ
れ
た
。

　

有
馬
名
誉
教
授
は
「
大
正

期
、
安
川
は
新
聞
記
者
の
中
野

を
評
価
し
資
金
援
助
し
た
。
英

国
留
学
費
用
も
負
担
し
た
」
と

両
人
の
関
わ
り
の
一
面
を
考
察

す
る
。「
中
野
は
、
安
川
の
対

中
国
政
策
の
意
見
書
を
書
く
ス

ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
の
役
を
し
て

い
た
。
安
川
と
中
野
は
対
中
国

認
識
、
政
策
構
想
が
近
か
っ
た

か
ら
だ
ろ
う
。
中
野
は
筆
が
速

い
人
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
安
川
敬
一
郎
は
、
中

国
の
情
勢
に
つ
い
て
周
到
に
情

報
収
集
を
し
て
い
た
が
「
そ
の

重
要
な
情
報
源
は
、
外
務
省
の

通
商
局
第
一
課
長
だ
っ
た
広
田

弘
毅
だ
っ
た
」
と
し
た
。

　

ほ
か
に
も
「
安
川
は
孫
文
に

資
金
援
助
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
資
料
は
見
あ
た
ら

な
い
」
な
ど
、
聴
く
人
の
興
味

を
引
く
話
が
展
開
さ
れ
た
。

■
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム



　

◆
前
号
掲
載
の
「
田
村
宮
司

　

が
講
演
」
に
つ
い
て

  

本
紙
「
玄
洋
」
百
十
号
（
昨

年
九
月
一
日
付
）
五
面
に
掲
載

し
た
「
田
村
宮
司
が
講
演
」
の

記
事
中
、
福
岡
県
護
国
神
社
の

田
村
豐
彦
宮
司
が
「
国
家
資
格

取
得
学
校
の
同
窓
会
総
会
」
に

招
か
れ
講
演
を
し
た
、
と
あ
る

の
は
詳
し
く
は
「
国
家
資
格
取

得
学
校
、
九
州
不
動
産
専
門
学

院
グ
ル
ー
プ
（
小
菅
亥
三
郎
代

表
）
の
同
窓
会
、
九
栄
会
（
角

洋
一
郎
会
長
）
の
総
会
及
び
春

季
講
演
会
」
に
招
か
れ
て
の
講

演
で
し
た
。補
足
い
た
し
ま
す
。

び
と
」
が
開
催
中
の
福
岡
市
博

物
館
で
設
立
総
会
が
開
か
れ

た
。

　

会
長
に
妹
尾
氏
（
自
民
党
市

議
団
）、
副
会
長
に
笠
康
雄
氏

（
み
ら
い
福
岡
市
議
団
会
長
）、

相
談
役
に
津
田
氏
を
、
ま
た
事

務
局
に
津
田
信
太
郎
氏
（
自
民

党
市
議
団
、
津
田
相
談
役
の
子

息
）
を
選
出
し
た
。

　

妹
尾
氏
は
会
長
挨
拶
で
「
議

員
の
会
会
員
に
は
玄
洋
社
記
念

館
賛
助
会
員
に
な
っ
て
も
ら

い
、
記
念
館
関
連
行
事
で
あ
る

広
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
、
中
野

正
剛
先
生
顕
彰
祭
な
ど
に
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
」と
述
べ
た
。

　

設
立
総
会
で
は
玄
洋
社
研
究

で
知
ら
れ
る
福
岡
地
方
史
研
究

会
会
長
、
石
瀧
豊
美
氏
が
記
念

講
演
を
し
た
。

　

石
瀧
氏
は「
孫
文
支
援
で
は
、

長
崎
の
梅
屋
庄
吉
が
も
て
は
や

さ
れ
て
い
る
が
、
炭
鉱
経
営
を

バ
ッ
ク
に
し
た
玄
洋
社
が
援
助

し
た
資
金
の
方
が
は
る
か
に
多

い
。
玄
洋
社
の
真
の
姿
を
地
元

の
人
が
理
解
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
議
員
の
会
の
皆
さ
ん

の
発
言
に
期
待
が
か
か
る
」
と

語
っ
た
。

　

議
員
の
会
に
は
、
ま
だ
加
入

希
望
者
が
あ
る
と
い
う
。
妹
尾

氏
は
、
新
年
か
ら
勉
強
会
な
ど

本
格
的
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
い
、
と
し
て
い
る
。

議
員
の
妹
尾
俊
見
氏
と
、
同
じ

く
玄
洋
社
記
念
館
理
事
で
前
福

岡
市
議
会
議
員
の
津
田
隆
士
氏

が
発
起
人
と
な
っ
て
市
議
会
議

員
に
加
入
を
呼
び
か
け
た
。
こ

れ
に
応
じ
て
市
議
会
会
派
、
自

由
民
主
党
福
岡
市
議
団
所
属
の

二
十
人
、
み
ら
い
福
岡
市
議
団

所
属
の
七
人
、
計
二
十
七
人
全

員
が
加
入
し
た
。

　

同
年
十
月
十
九
日
、
辛
亥
革

命
百
周
年
記
念
企
画
展
「
ア
ジ

ア
の
激
動
と
福
岡
ゆ
か
り
の
人

支
え
た
玄
洋
社
と
諸
先
覚
の
足

跡
に
触
れ
て
政
治
の
本
質
を
学

び
取
り
、
真
の
政
治
家
と
し
て

の
自
ら
の
感
覚
を
さ
ら
に
磨
く

の
が
目
的
。

　

昨
年
、
頭
山
満
翁
ら
玄
洋
社

が
支
援
し
た
辛
亥
革
命
が
百
周

年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
玄
洋

社
記
念
館
理
事
で
福
岡
市
議
会

　
「
玄
洋
社
」
か
ら
政
治
の
本

質
、
真
の
政
治
を
学
ぼ
う
─

と
、
福
岡
市
議
会
の
有
志
議
員

に
よ
る
「
玄
洋
社
に
政
治
を
学

ぶ
議
員
の
会
」が
設
立
さ
れ
た
。

（
１
面
参
照
）

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
世
界

の
激
動
期
に
、
日
本
の
独
立
を

守
り
、
ア
ジ
ア
の
解
放
運
動
を

「
玄
洋
社
に
政
治
を
学
ぶ
議
員
の
会
」
を
設
立

会
長
に
妹
尾

理
事
　
27
人
加
入

玄
洋
社

記
念
館

安部理事に「旭日双光章」

受章記念の祝賀会開かれる

代
表
取
締
役
社
長

花

　田

　
　
　
　勲

専
務
取
締
役

児

　玉

　
　和

　久

㈲
日
産
企
画

　薬

　剤

　師

大 

江 

田

　
　

 

信

大 

江 

田

　美 

子

太
宰
府
市
宰
府
三
丁
目
四
│
二
十
一

☎
〇
九
二
│
九
二
四
│
六
二
九
六

〒
818-
0117

損
害
保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

太
宰
府
天
満
宮
前
駐
車
場

漢
方
薬
相
談
　
と
お
り
ゃ
ん
せ

玄　　　　　　　　　洋（５）平成２４年１月１日 第　１１１　号

お孫さんから花束を贈られうれしそうな安
部理事㊨と公子夫人＝その㊧

福
岡
市
議
会
議
員祝

賀
会
（
発
起
人
代
表
・
平
川

眞
臣
㈱
福
岡
魚
市
場
代
表
取
締

役
社
長
）
が
同
年
十
月
二
日
、

福
岡
市
早
良
区
の
ヒ
ル
ト
ン
福

岡
シ
ー
ホ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
盛
大

に
催
さ
れ
た
。

　

出
席
者
は
全
国
か
ら
六
百
五

　

長
年
に
亘
り
水
産
業
界
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功

に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
春
の

叙
勲
で
「
旭
日
双
光
章
」
を
受

章
さ
れ
た
玄
洋
社
記
念
館
理
事

で
㈱
ア
キ
ラ
水
産
代
表
取
締

役
、
安
部
泰
宏
氏
の
受
章
記
念

十
人
を
数
え
た
。
そ
の
顔
ぶ
れ

も
業
界
は
も
と
よ
り
麻
生
太

郎
・
元
首
相
、
王
貞
治
・
福
岡

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
取
締

役
会
長
ら
政
・
財
・
官
・
ス
ポ
ー

ツ
界
な
ど
各
界
、
各
層
に
及
び

安
部
氏
の
人
脈
の
広
さ
を
う
か

が
わ
せ
た
。

　

安
部
氏
は
、
父
・
篤
助
氏
か

ら
鮮
魚
店
に
弟
子
入
り
さ
せ
ら

れ
た
思
い
出
を
「
獅
子
の
子
落

と
し
の
教
え
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
」
と
語
り
「
水
産
業
界
の
発

展
策
を
模
索
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
し
た
。
安
部
氏
は

全
国
水
産
物
卸
組
合
連
合
会
副

会
長
な
ど
を
務
め
、
平
成
十
七

年
春
の
褒
章
で
は
藍
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
二
万
円
】

花
田　
　

勲　
　
（
東
京
都
）

　
【
一
万
円
】

池
野　

泰
司　
　
（
福
岡
市
）

西
方　
　

忍　
　
（　

同　

）

山
城　

直
之　
　
（　

同　

）

牧　
　

昭
三　
　
（
福
津
市
）

松
下　

育
夫　
　
（
焼
津
市
）

頭
山　

興
助　
　
（
東
京
都
）

酒
井　

智
堂　
（
鹿
児
島
市
）

賛
助
会
員
芳
名
録

 （
11
月
10
日
現
在
・
敬
称
略
）

謹
賀
新
年

平
成
二
十
四
年
元
旦

龍



な
り
ぬ
れ
ば
、
震
志
が
曩さ

き

に
恵

み
た
り
し
三み

十そ

枚ひ
ら

あ
ま
り
の
金

さ
へ
も
、
残
り
少
な
に
な
り
た

り
け
り
。

　

斯
く
て
は
餓
死
せ
ん
よ
り
術す

べ

も
な
し
。
男
の
存
亡
を
聞
分
く

る
迄
は
、
消
ゆ
る
に
も
ろ
き
朝

露
の
命
も
、
何
と
な
う
を
し
ま

れ
て
、
い
か
に
せ
ま
し
と
心
を

挫く
だ

き
し
が
、
兎
て
も
角
て
も
今

死
し
て
は
浮
世
に
心
残
り
な

り
。
好
も
し
う
は
あ
ら
ざ
れ

ど
、
再
び
川
竹
の
流
に
沈
み
、

馴
れ
し
三み

絃す
じ

の
糸
を
も
て
、
細

く
も
玉
の
緒
を
繋
ぎ
と
め
ん
と

志
し
つ
ゝ
、
些ち

と

ば
か
り
知
音
な

る
難
波
村
八
坂
神
社
の
宮
の
前

な
る
雑
菓
子
商
播は

り

辰た
つ

の
同
居
に

て
、
小お

和わ

田だ

熊
吉
と
い
ふ
芸
娼

妓
の
受
判
な
せ
る
男
を
頼
み
、

浪
花
ま
た
西み

や
こ京
の
ほ
と
り
に
て

芸
者
か
せ
ぎ
の
な
し
た
き
よ

し
、
云
ひ
け
れ
ば
、
熊
吉
は
最い

と

や
す
く
う
べ
な
い
つ
、
幸
ひ
西

京
よ
り
頼
ま
れ
し
口
も
あ
れ
ば

と
て
、
八
月
の
下し

も

つ
か
た
、
約

玄　　　　　　　　　洋平成２４年１月１日 第　１１１　号（６）

 

宇
田
川
文
海
『
西
南
拾
遺
』（
二
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）

束
と
ゝ
の
ひ
て
、
同
所
二
條
新

地
の
青
楼
に
て
、
津
村
て
る
て

ふ
、
行
灯
か
ゝ
げ
し
家
の
芸
妓

と
な
り
、
名
さ
へ
小
蝶
と
改
め

て
、
二
條
町
の
遊
郭
に
三
絃
の

糸
を
あ
や
つ
り
て
、
惜
か
ら
ぬ

命
を
な
か
ら
へ
け
り
。

　

斯
く
て
月
日
に
関
守
も
な

く
、
八
月
も
は
や
暮
れ
ゆ
き

て
、
九
月
も
事
な
う
す
ぎ
、
十

月
の
末
つ
か
た
と
な
り
ぬ
れ

ば
、
西
の
国
の
乱
平
き
ぬ
と

て
、
官
軍
の
兵

つ
わ
も
の等
が
続
々
と
帰

り
来
て
、
都
の
中う

ち

へ
も
入
り
込

み
け
れ
ば
、
扨
は
無
慚
に
も
西

郷
殿
を
始
め
と
し
て
、
薩
摩
の

殿
原
は
な
ご
り
な
う
討
平
ら
げ

ら
れ
玉
ひ
し
か
。
今
迄
は
夫
と

た
の
む
震
志
ぬ
し
の
身
も
、
若も

し

や
と
お
も
ひ
な
ぐ
さ
め
て
居
た

り
し
に
、
今
は
頼
み
の
綱
も
切

れ
果
て
ぬ
と
て
、
衾ふ

す
まか
つ
ぎ
て

打
臥
し
ぬ
。

　

さ
れ
ど
又
賊
軍
の
中
に
も
、

運
つ
た
な
く
生い

け

擒ど
り

と
な
り
た
る

も
の
は
、
官

お
お
や
けの
仁に

ん

恵え

も
て
、
首こ

う
べ

も
伐
た
れ
ず
、
懲
役
と
し
て
助

け
お
か
る
ゝ
よ
し
を
聞
て
は
、

せ
め
て
は
生
擒
の
中
に
て
も
あ

ら
ば
と
、
は
か
な
く
も
思
ひ
返

し
て
、
枕
を
も
た
げ
、
憂
き
が

中
に
も
賓ま

ろ

客う
ど

の
前
に
い
で
ゝ
、

そ
と
掻
鳴
す
琴
さ
へ
も
、
手
重

た
げ
に
音ね

も
哀
れ
な
り
。

　

む
か
し
白
楽
天
が
第
一
・
第

二
の
絃
は
索
々
た
り
。
秋
の

風
、
松
を
払
ふ
て
疎そ

韻い
ん

落
つ
。

第
三
・
第
四
の
絃
は
冷
々
た

り
。
夜
の
鶴
子
を
思
ふ
て
籠

か
ご
の
う
ち中

に
鳴
く
。
第
五
の
絃
声せ

い

は
最い

と

掩え
ん

抑よ
く

す
。
瀧

ろ
う
す
い
こ
お
り
む
せ

水
凍
咽
ん
で
流
れ
得

ず
、
と
咏な

が

め
し
も
、
中
々
に
お

ろ
か
な
り
。
今い

ま

様よ
う

う
た
ひ
出い

づ

る

声
と
て
も
、
血
に
啼な

く
思
ひ
の

あ
ら
は
る
ゝ
を
知
ら
で
や
。
賓

客
の
さ
ゞ
め
き
て
打
興
ず
る
様

を
見
て
は
、
実さ

ね

方か
た

朝
臣
が
王
昭

君
を
咏
め
て
、
あ
し
引
の
山
か

く
れ
な
る
ほ
と
ゝ
ぎ
す
（
ホ
ト

ト
ギ
ス
）
き
く
人
も
な
き
音ね

を

や
鳴
く
ら
ん
、
と
い
ひ
し
も
思

ひ
や
ら
れ
て
哀
れ
な
り
。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 53 回

明
治
十
二
年
九
月
刊
行

　
　

小
室
信
介
閲

　
　

宇
田
川
文
海
編
輯

﹃
西
南
拾
遺
﹄
巻
之
五

　

小
梅
、
再
び
妓
籍
に
入
る

　

渡
辺
某
、
震
志
の
行
衛
を

　

語
る

　

斯
く
て
、
小
梅
は
神
戸
よ
り

汽
車
に
乗
り
、
あ
し
が
ち
る
浪

花
の
町
に
着
き
た
り
し
が
、
五

月
の
初は

じ
めつ
か
た
に
て
、
陸お

か

と
舟

路
に
一
月
余
も
日
を
経
た
り

き
。
浪
花
の
町
に
て
伯
父
の
行

衛
を
尋
ね
し
に
、
伯
父
は
い
つ

し
か
黄よ

泉み

の
人
と
な
り
、
其
血

筋
さ
へ
死
絶
え
て
、
養
子
が
跡

を
相
続
な
せ
る
よ
し
な
る
が
、

是
も
火
災
の
為
に
家
を
失
ひ
、

生
玉
辺
へ
立
退
き
し
と
い
へ
る

の
み
に
て
、
確し

か

と
も
知
得
が
た

け
れ
ば
、
小
梅
は
大
に
望
を
失

ひ
、
彼
方
此
方
と
知し

る
べ音
を
尋
ぬ

る
中
、
は
や
五
月
・
六
月
・
七

月
も
過
て
、
八
月
の
中な

か
ば旬

と
も

　

或
は
客
の
席む

し
ろ
に
侍は

ん
べ
ら
ず
し

て
、
独ひ

と
り化け
わ
い粧
部
屋
に
籠
居
る
時

は
、
窓
お
し
開
き
て
遠お

ち

近こ
ち

の
景

色
を
咏
め
つ
ゝ
、
天
台
山
の
高

巌
を
見
れ
ば
、
四
十
五
尺
の
波

白
し
。
長
安
城
の
遠
樹
を
望
め

ば
、
百
千
万
茎
の
蕭
【
ナ
ツ
メ

の
一
種
】
青
し
と
、
む
か
し
人

が
咏
め
し
を
お
も
ひ
い
で
、
見

わ
た
せ
ば
柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て

都
ぞ
春
の
に
し
き
な
り
け
る
、

と
人
は
咏
む
れ
ど
、
憂う

き

あ
る
目

に
は
、
何
事
も
物
悲
し
う
こ
そ

見
ゆ
め
れ
。

　

過
ぐ
る
日
、
男
に
別
れ
し
事

を
も
思
ひ
出い

づ

れ
ば
、
万
里
東

ひ
ん
が
しに

来き
た

る
、
何い

づ
れの

再
日
ぞ
。
一
生
西

に
望
む
、
是
長
き
襟
な
り
と
い

へ
る
詩
を
も
お
も
ひ
や
り
て
、

筑
紫
の
空
を
打
咏
め
て
は
、
涙

の
乾
く
間ひ

ま

ぞ
な
き
。

　

斯
く
憂
き
が
中
に
も
、
強し

い

て

賓
客
の
席
に
侍
り
し
は
、
賓
客

等
の
四よ

も
や
ま
う
ち
か
た
ら

方
山
打
語
ふ
中
に
、
西

の
騒
き
の
事
に
て
も
及
べ
ば
、

其
れ
と
な
う
男
の
消お

と

息づ
れ

聞
く
よ

し
も
が
な
、
と
思
へ
ば
な
り
。

　

さ
れ
ど
運
あ
し
く
や
、
斯か

か

る

事
を
委く

わ

し
う
語
り
出
る
人
も
あ

ら
ざ
れ
ば
、
い
と
本
意
な
う
日

を
送
り
た
り
し
が
、
其
年
も
く

れ
、
翌
れ
ば
明
治
十
一
年
の
春

も
事
な
う
す
ぎ
、
五
月
の
頃
と

も
な
り
た
り
し
一あ

る
ひ日
、
小
梅
の

小
蝶
は
例い

つ
もの
様
に
賓
客
の
席
に

侍は
ん
べり
し
に
、
其
賓
客
の
一
人
は

去こ

年ぞ

の
春
よ
り
此
頃
ま
で
、
筑

前
の
国
粕か

す
や
こ
お
り

屋
郡
に
て
巡
査
を
勤

め
た
り
し
、
渡
辺
某
と
い
へ
る

人
な
る
が
、
此こ

度た
び

辞
職
な
し

つ
、
東
京
へ
帰
り
途
に
て
、
西

京
の
友
垣
に
誘い

ざ
なは
れ
、
は
か
ら

ず
も
今
日
此
楼
へ
登
り
し
な
り

け
り
。

京都の街。客の口から震志の消息がつかめるかもしれないと、小梅
は京都の遊郭で再び芸妓になった


